
第 11 回中皮腫細胞診セミナー（in 仙台）のご案内 

     

この度、第 11回中皮腫細胞診セミナーを杜の都、仙台で開催させていただくことになりまし

た。前回は第10回の節目の記念大会が東京で開催され大盛況でしたが、今回は初めての東

北地域開催となります。東北地域では他の地域と比較して中皮腫認定患者は多くありません

が、年々、増加傾向にあります。日本では中皮腫が 2025～30年にピークをむかえると言われ

ており、体腔液細胞診における中皮腫診断の意義、中皮腫患者の認定と救済に果たす役割

について再認識し、中皮腫診断に関わる人たちが細胞像の捉え方を含め同じ目線で中皮腫

診断に望むことが重要と考えられます。そこで、第 11回中皮腫細胞診セミナーのテーマを「中

皮腫細胞診断の均霑化」といたしました。本セミナーが有意義な会になりますように、１日目

は講演と一般演題、２日目に顕微鏡実習を企画し準備を進めているところです。皆様方の参

加をお待ちしております。  

なお、参加者募集開始は 7 月上旬を予定しています。中皮腫細胞診研究会のホームペー

ジ http://meso-cyto.cutegirl.jp/をご覧下さい。  

 

       代表世話人 三浦弘守（東北大学病院病理部）            

           世話人  渡辺みか（東北大学病院病理部） 

世話人 藤島史喜（東北大学医学部病理診断学） 

事務局 安達友津（東北大学病院病理部） 

第 11回中皮腫細胞診セミナ－（仙台会場） 

主催 中皮腫細胞診研究会 

後援 宮城県臨床細胞学会、宮城県細胞検査士会 

テ－マ 中皮腫細胞診断の均霑化  

日時 平成 28年 9月 17日（土曜）～18日（日曜） 

会場 

〒980-8574  宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1    東北大学医学部 

TEL 022-717-7440（東北大学病院病理部：三浦弘守、安達友津） 

FAX 022-273-5976 事務局メール mesotohoku2016@yahoo.co.jp 

9月 17日：講演．東北大学医学部６号館講堂 

9月 18日：顕微鏡実習．東北大学医学部１号館 顕微鏡実習室 

対象者 臨床検査技師および医師 

募集人数 
講演と顕微鏡実習への参加 70人程 

講演のみ 30人程 

参加費 
9月 17日と 18日（講演と顕微鏡実習） 6,000円 

9月 17日（講演のみ）2,000円 



懇親会：9月 17日 艮陵会館（会費 4,000円） 

 

 

 

 

 

内容：1日目 

9月 17日 

（土曜日） 

 

 

 

 

 

12:00～13:00：受付 

12:30：メーカー機器展示開始 

13:00～13:10：開会の挨拶 

13:10～13:55：講演１ 

「悪性中皮腫の細胞診断と石綿新法における患者認定」 

岡 輝明先生（公立学校共済組合 関東中央病院 病理科） 

13:55～14:40：講演２ 

「胸膜中皮腫の WHO新分類」 

廣島 健三先生（東京女子医科大学八千代医療センター病理診断科） 

14:40～14:55：休憩、機器展示 

14:55～15:45：特別講演 

「関節滑膜細胞の特性 －中皮細胞と似て非なる細胞の性質－」 

澤井 高志先生 （東北大学大学院医学系研究科病理形態学分野） 

15:45～16:45：一般演題：４題 

16:45～17:00：休憩、機器展示 

17:00～17:45：講演３ 

「出現パターンから見た悪性中皮腫の鑑別法」 

-腺癌，反応性中皮細胞および悪性中皮腫を中心に- 

畠 榮先生（川崎医科大学附属川崎病院 病理部） 

 

18:05～20:00：懇親会（艮陵会館） 

内容：2日目 

9月 18日 

（日曜日） 

 

症例検討（5グループに分かれて 15症例を鏡検） 

講師    羽原利幸先生（公立学校共済組合 中国中央病院） 

      濱川真治先生（公立昭和病院） 

     松本慎二先生（福岡大学病院） 

        丸川活司先生（北海道大学病院） 

      有田茂実先生（千葉県立がんセンター） 

8:30 ～ 9:35：顕微鏡実習 

9:35 ～10:20：グループ討議 

10:20～10:30：休憩 

10:30～12:10：症例解説/細胞所見の捉え方の実践/質疑・応答 

12:10～12:20：次期開催長挨拶, 閉会の挨拶 

12:30～13:30：幹事会 

 


